
JP 4984917 B2 2012.7.25

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
帯域保証型ネットワークを介してマルチキャスト通信を行うマルチキャスト通信システム
であって、
　グループアドレス用宛先識別子が付与されたマルチキャスト代理応答装置と、
　マルチキャストクライアントと、を具備し、
　前記マルチキャストクライアントは受信開始時には前記マルチキャスト代理応答装置の
グループアドレス用宛先識別子に対してセッション接続要求を送信し、
　前記セッション接続要求を受信したマルチキャスト代理応答装置は、前記マルチキャス
トクライアントに対してセッション接続応答を送信し、
　前記マルチキャストクライアントはセッション接続応答により前記帯域保証型ネットワ
ークに確保された帯域によりマルチキャストデータを受信することを特徴とするマルチキ
ャスト通信システム。
【請求項２】
帯域保証型ネットワークを介してマルチキャスト通信を行うマルチキャスト通信システム
であって、
　グループアドレス用宛先識別子が付与されたマルチキャスト代理応答装置と、
　マルチキャスト配信サーバと、を具備し、
　前記マルチキャスト配信サーバは配信開始時には前記マルチキャスト代理応答装置のグ
ループアドレス用宛先識別子に対してセッション接続要求を送信し、
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　前記セッション接続要求を受信したマルチキャスト代理応答装置は、前記マルチキャス
ト配信サーバに対してセッション接続応答を送信し、
　前記マルチキャスト配信サーバはセッション接続応答により前記帯域保証型ネットワー
クに確保された帯域によりマルチキャストデータを配信することを特徴とするマルチキャ
スト通信システム。
【請求項３】
請求項１記載のマルチキャスト通信システムにおいて、
　マルチキャストクライアントはマルチキャストデータの受信停止時にはマルチキャスト
代理応答装置のグループアドレス用宛先識別子に対してセッション切断要求を送信し、該
セッション切断要求に応じて帯域保証型ネットワークに確保された帯域が開放されること
を特徴とするマルチキャスト通信システム。
【請求項４】
請求項２記載のマルチキャスト通信システムにおいて、
　マルチキャスト配信サーバはマルチキャストデータの配信停止時にはマルチキャスト代
理応答装置のグループアドレス用宛先識別子に対してセッション切断要求を送信し、該セ
ッション切断要求に応じて帯域保証型ネットワークに確保された帯域が開放されることを
特徴とするマルチキャスト通信システム。
【請求項５】
請求項１記載のマルチキャスト通信システムにおいて、
　マルチキャスト代理応答装置は、セッション制御プロトコルの終端やグループアドレス
用宛先識別子の管理を行うセッション制御機能部と、認証、課金、視聴率測定、暗号化鍵
管理、ライセンス管理、視聴者の個人情報取得、視聴者の嗜好による広告配信や番組推薦
などを行うアプリケーション機能部とからなり、セッション接続要求を受信すると前記ア
プリケーション機能部と連係動作した結果を受けて、前記マルチキャストクライアントに
対してセッション接続応答を送信することを特徴とするマルチキャスト通信システム。
【請求項６】
請求項２記載のマルチキャスト通信システムにおいて、
　マルチキャスト代理応答装置は、セッション制御プロトコルの終端やグループアドレス
用宛先識別子の管理を行うセッション制御機能部と、認証、課金、視聴率測定、暗号化鍵
管理、ライセンス管理、視聴者の個人情報取得、視聴者の嗜好による広告配信や番組推薦
などを行うアプリケーション機能部とからなり、セッション接続要求を受信すると前記ア
プリケーション機能部と連係動作した結果を受けて、前記マルチキャスト配信サーバに対
してセッション接続応答を送信することを特徴とするマルチキャスト通信システム。
【請求項７】
請求項３記載のマルチキャスト通信システムにおいて、
　マルチキャスト代理応答装置は、セッション制御プロトコルの終端やグループアドレス
用宛先識別子の管理を行うセッション制御機能部と、認証、課金、視聴率測定、暗号化鍵
管理、ライセンス管理、視聴者の個人情報取得、視聴者の嗜好による広告配信や番組推薦
などを行うアプリケーション機能部とからなり、セッション切断要求を受信すると前記ア
プリケーション機能部と連係動作した結果を受けて、前記マルチキャストクライアントに
対してセッション切断応答を送信することを特徴とするマルチキャスト通信システム。
【請求項８】
請求項４記載のマルチキャスト通信システムにおいて、
　マルチキャスト代理応答装置は、セッション制御プロトコルの終端やグループアドレス
用宛先識別子の管理を行うセッション制御機能部と、認証、課金、視聴率測定、暗号化鍵
管理、ライセンス管理、視聴者の個人情報取得、視聴者の嗜好による広告配信や番組推薦
などを行うアプリケーション機能部とからなり、セッション切断要求を受信すると前記ア
プリケーション機能部と連係動作した結果を受けて、前記マルチキャスト配信サーバに対
してセッション切断応答を送信することを特徴とするマルチキャスト通信システム。
【請求項９】
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請求項５ないし請求項８のいずれかに記載のマルチキャスト通信システムにおいて、
　マルチキャスト代理応答装置のセッション制御機能部とアプリケーション機能部はＡＰ
Ｉを用いて処理を行うことを特徴とするマルチキャスト通信システム。
【請求項１０】
請求項５ないし請求項８のいずれかに記載のマルチキャスト通信システムにおいて、
　マルチキャスト代理応答装置のセッション制御機能部とアプリケーション機能部は分散
オブジェクト技術を用いて処理を行うことを特徴とするマルチキャスト通信システム。
【請求項１１】
請求項１、３、５、７のいずれかに記載のマルチキャスト通信システムにおいて、
　マルチキャストクライアントはセッション制御プロトコルを活用して、マルチキャスト
代理応答装置からマルチキャストのグループアドレスとマルチキャスト配信サーバのＩＰ
アドレスを取得することを特徴とするマルチキャスト通信システム。
【請求項１２】
請求項５ないし請求項８のいずれかに記載のマルチキャスト通信システムにおいて、
　アプリケーション機能部は他ネットワークからの受付インターフェイスを備え、アプリ
ケーション機能部により実現可能なサービスをネットワーク越しに受けることをＨＴＴＰ
またはＨＴＴＰＳプロトコルにより行うことを特徴とするマルチキャスト通信システム。
【請求項１３】
請求項１、３、５、７、１１のいずれかに記載のマルチキャスト通信システムにおいて、
　帯域保証型ネットワーク内における通信装置は、マルチキャストクライアントら送信さ
れたマルチキャスト受信要求を受け付けると、該セッション接続要求をマルチキャスト代
理応答装置へ送信することを特徴とするマルチキャスト通信システム。
【請求項１４】
グループアドレス用宛先識別子が付与されたマルチキャスト代理応答装置を備える帯域保
証型ネットワークを介してマルチキャスト通信を行うマルチキャスト通信方法であって、
　マルチキャストクライアントは受信開始時には前記マルチキャスト代理応答装置のグル
ープアドレス用宛先識別子に対してセッション接続要求を送信し、
　前記セッション接続要求を受信したマルチキャスト代理応答装置は、前記マルチキャス
トクライアントに対してセッション接続応答を送信し、
　前記マルチキャストクライアントはセッション接続応答により前記帯域保証型ネットワ
ークに確保された帯域によりマルチキャストデータを受信することを特徴とするマルチキ
ャスト通信方法。
【請求項１５】
グループアドレス用宛先識別子が付与されたマルチキャスト代理応答装置を備える帯域保
証型ネットワークを介してマルチキャスト通信を行うマルチキャスト通信方法であって、
　マルチキャスト配信サーバは配信開始時には前記マルチキャスト代理応答装置のグルー
プアドレス用宛先識別子に対してセッション接続要求を送信し、
　前記セッション接続要求を受信したマルチキャスト代理応答装置は、前記マルチキャス
ト配信サーバに対してセッション接続応答を送信し、
　前記マルチキャスト配信サーバはセッション接続応答により前記帯域保証型ネットワー
クに確保された帯域によりマルチキャストデータを配信することを特徴とするマルチキャ
スト通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、帯域保証型ネットワークにおけるマルチキャスト通信システムおよび方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＮＧＮ（Next Generation Network）に代表される帯域保証型ネットワークでは、セッ
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ション制御プロトコルによって課金、認証、通信帯域の確保などが行われる。これまでセ
ッション制御プロトコルは電話のような１対１の通信を実現するために用いられることが
多く、マルチキャストのような１対多の通信におけるセッションを制御するために活用さ
れることはほとんどなかった。そのため、マルチキャスト通信において課金、認証、通信
帯域の確保などを実現することが困難であった。
【０００３】
　たとえば、ＲＳＶＰ（Resource Reservation Protocol）によるマルチキャスト通信の
帯域確保は研究・検討はされているが、導入の困難さゆえに、広く普及するまでには至っ
ていない。また、ＩＧＭＰ（Internet Group Management Protocol）に代表されるマルチ
キャストプロトコルでは、通信帯域情報を通知することができないため、通信帯域の確保
の用途で用いることは困難である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　帯域保証型ネットワークにおいて通信の帯域を保証するためには、クライアントとサー
バ間によるセッション制御プロトコルを用いた呼制御が必要である。そのため、１対多の
マルチキャスト通信における帯域を保証するためには、マルチキャストクライアントとマ
ルチキャスト配信サーバによる呼制御が必要である。そのため、帯域保証型ネットワーク
を利用するマルチキャストクライアントとマルチキャスト配信サーバにはセッション制御
プロトコルの実装が必要となる。ただし、マルチキャストを活用する場合には１対多の通
信となるため、ユニキャストにおけるセッション制御プロトコルの活用法とは異なる以下
の課題が生じる。
【０００５】
　課題１
　マルチキャスト配信サーバがデータを配信する際に、そのデータを受信するクライアン
トが存在しない場合がある。その場合、セッション制御を行う宛先が存在しないこととな
り、セッションを確立することができないという課題がある。
【０００６】
　課題２
　マルチキャストクライアントはグループ参加要求を出したあと、配信サーバから直接デ
ータを受信するわけではなく、ネットワーク上で複製されたパケットを受信する。そのた
め、マルチキャストクライアントが配信サーバに対してセッションを確立するわけではな
い。よって、マルチキャストクライアントがセッション制御を行う宛先は存在しないこと
となり、セッションを確立することができないという課題がある。
【０００７】
　本発明は上述したような従来の技術が有する問題点に鑑みてなされたものであって、帯
域保証型ネットワークににおけるマルチキャスト通信を確実に行うことのできるマルチキ
ャスト通信システムおよびマルチキャスト通信方法を実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のマルチキャスト通信システムは、帯域保証型ネットワークを介してマルチキャ
スト通信を行うマルチキャスト通信システムであって、
　グループアドレス用宛先識別子が付与されたマルチキャスト代理応答装置と、
　マルチキャストクライアントと、を具備し、
　前記マルチキャストクライアントは受信開始時には前記マルチキャスト代理応答装置の
グループアドレス用宛先識別子に対してセッション接続要求を送信し、
　前記セッション接続要求を受信したマルチキャスト代理応答装置は、前記マルチキャス
トクライアントに対してセッション接続応答を送信し、
　前記マルチキャストクライアントはセッション接続応答により前記帯域保証型ネットワ
ークに確保された帯域によりマルチキャストデータを受信することを特徴とする。
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【０００９】
　この場合、マルチキャストクライアントはマルチキャストデータの受信停止時にはマル
チキャスト代理応答装置のグループアドレス用宛先識別子に対してセッション切断要求を
送信し、該セッション切断要求に応じて帯域保証型ネットワークに確保された帯域が開放
されることとしてもよい。
【００１０】
　本発明の他の形態によるマルチキャスト通信システムは、帯域保証型ネットワークを介
してマルチキャスト通信を行うマルチキャスト通信システムであって、
　グループアドレス用宛先識別子が付与されたマルチキャスト代理応答装置と、
　マルチキャスト配信サーバと、を具備し、
　前記マルチキャスト配信サーバは配信開始時には前記マルチキャスト代理応答装置のグ
ループアドレス用宛先識別子に対してセッション接続要求を送信し、
　前記セッション接続要求を受信したマルチキャスト代理応答装置は、前記マルチキャス
ト配信サーバに対してセッション接続応答を送信し、
　前記マルチキャスト配信サーバはセッション接続応答により前記帯域保証型ネットワー
クに確保された帯域によりマルチキャストデータを配信することを特徴とするマルチキャ
スト通信システム。
【００１１】
　この場合、マルチキャスト配信サーバはマルチキャストデータの配信停止時にはマルチ
キャスト代理応答装置のグループアドレス用宛先識別子に対してセッション切断要求を送
信し、該セッション切断要求に応じて帯域保証型ネットワークに確保された帯域が開放さ
れることとしてもよい。
【００１２】
　また、マルチキャスト代理応答装置は、セッション制御プロトコルの終端やグループア
ドレス用宛先識別子の管理を行うセッション制御機能部と、認証、課金、視聴率測定、暗
号化鍵管理、ライセンス管理、視聴者の個人情報取得、視聴者の嗜好による広告配信や番
組推薦などを行うアプリケーション機能部とからなり、セッション接続要求またはセッシ
ョン切断要求を受信すると前記アプリケーション機能部と連係動作した結果を受けて、前
記マルチキャストクライアントまたは前記マルチキャスト配信サーバに対してセッション
接続応答またはセッション切断応答を送信することとしてもよい。
【００１３】
　また、マルチキャスト代理応答装置のセッション制御機能部とアプリケーション機能部
はＡＰＩを用いて処理を行うこととしてもよい。
【００１４】
　また、マルチキャスト代理応答装置のセッション制御機能部とアプリケーション機能部
は分散オブジェクト技術を用いて処理を行うこととしてもよい。
【００１５】
　また、マルチキャストクライアントはセッション制御プロトコルを活用して、マルチキ
ャスト代理応答装置からマルチキャストのグループアドレスとマルチキャスト配信サーバ
のＩＰアドレスを取得することとしてもよい。
【００１６】
　また、アプリケーション機能部は他ネットワークからの受付インターフェイスを備え、
アプリケーション機能部により実現可能なサービスをネットワーク越しに受けることをＨ
ＴＴＰまたはＨＴＴＰＳプロトコルにより行うこととしてもよい。
【００１７】
　また、帯域保証型ネットワーク内における通信装置は、マルチキャストクライアントら
送信されたマルチキャスト受信要求を受け付けると、該セッション接続要求をマルチキャ
スト代理応答装置へ送信することとしてもよい。
【００１８】
　本発明のマルチキャスト通信方法は、グループアドレス用宛先識別子が付与されたマル
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チキャスト代理応答装置を備える帯域保証型ネットワークを介してマルチキャスト通信を
行うマルチキャスト通信方法であって、
　マルチキャストクライアントは受信開始時には前記マルチキャスト代理応答装置のグル
ープアドレス用宛先識別子に対してセッション接続要求を送信し、
　前記セッション接続要求を受信したマルチキャスト代理応答装置は、前記マルチキャス
トクライアントに対してセッション接続応答を送信し、
　前記マルチキャストクライアントはセッション接続応答により前記帯域保証型ネットワ
ークに確保された帯域によりマルチキャストデータを受信することを特徴とする。
【００１９】
　本発明の他の形態によるマルチキャスト通信方法は、グループアドレス用宛先識別子が
付与されたマルチキャスト代理応答装置を備える帯域保証型ネットワークを介してマルチ
キャスト通信を行うマルチキャスト通信方法であって、
　マルチキャスト配信サーバは配信開始時には前記マルチキャスト代理応答装置のグルー
プアドレス用宛先識別子に対してセッション接続要求を送信し、
　前記セッション接続要求を受信したマルチキャスト代理応答装置は、前記マルチキャス
ト配信サーバに対してセッション接続応答を送信し、
　前記マルチキャスト配信サーバはセッション接続応答により前記帯域保証型ネットワー
クに確保された帯域によりマルチキャストデータを配信することを特徴とする。
【００２０】
　本発明では、ネットワーク網側にマルチキャスト代理応答装置を設置することによる課
題解決を図る。
【００２１】
　マルチキャスト代理応答装置は、マルチキャストのグループアドレスに対応するグルー
プアドレス用宛先識別子を持つものとし、マルチキャストセッション管理テーブルにてそ
れらの対応状態を管理する。マルチキャスト配信サーバおよびマルチキャストクライアン
トは、そのグループアドレス用宛先識別子に対してセッションを確立する。
【００２２】
　これにより、マルチキャスト配信サーバと網間およびマルチキャストクライアントと網
間にて、帯域保証型ネットワークにおけるマルチキャスト通信用の帯域を確保する。さら
に、これらのセッション接続要求およびセッション切断要求を受け付けた際に、視聴率測
定、視聴者数受付管理、課金管理を担う各種サーバと連携することにより、既存のマルチ
キャスト配信における課題（視聴率の測定ができない、視聴者の数を測定できない、課金
できないなど）も同時に解決することが可能となる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明は以上説明したように構成されているので、以下に記載するような効果を奏する
。
【００２４】
　第１の効果としては、マルチキャスト配信サーバにセッション制御プロトコルの終端機
能が不必要となることが挙げられる。
【００２５】
　第２の効果としては、第１の効果により、セッション制御プロトコルの終端機能を分散
させることも可能となり、マルチキャスト配信サーバの負荷が少なくなることが挙げられ
る。
【００２６】
　第３の効果としては、既存のマルチキャスト通信では不可能であった、認証、課金、視
聴率測定、暗号化鍵管理、ライセンス管理、視聴者の個人情報取得、視聴者の嗜好による
広告配信や番組推薦などの新たな機能を実現することができることが挙げられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
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　次に、本発明の実施例について図面を参照して説明する。
【００２８】
　図１は本発明によるシステムの一実施例の構成を示すブロック図である。図１に示され
るように、本システムは、マルチキャストクライアント１、マルチキャスト配信サーバ２
、マルチキャスト代理応答装置３、これらを結ぶＮＧＮ網である帯域保証型ネットワーク
２００で構成される。
【００２９】
　マルチキャストクライアント１は、マルチキャストによるデータの受信を希望している
端末であり、マルチキャスト代理応答装置３に対して、セッション制御プロトコルを用い
た通信を行うことによって、帯域保証型ネットワーク２００におけるマルチキャストの帯
域保証を実現する。
【００３０】
　セッション制御プロトコルによる通信が完了した後、マルチキャスト受信要求を行うこ
とによって、マルチキャストによるデータを受信することができる。
【００３１】
　また、マルチキャストクライアント１から送信したマルチキャスト受信要求を、帯域保
証型ネットワーク２００内にある通信制御装置が受信し、マルチキャストクライアント１
の代理でセッション制御プロトコルを用いた通信を行い、その通信が完了した後で、該当
の通信制御装置がマルチキャスト受信要求を送信する方式も考えられる。
【００３２】
　マルチキャスト配信サーバ２は、マルチキャストによるデータの送信を希望している端
末であり、マルチキャスト代理応答装置３に対して、セッション制御プロトコルを用いた
通信を行うことによって、帯域保証型ネットワーク２００におけるマルチキャストの帯域
保証を実現する。
【００３３】
　セッション制御プロトコルによる通信が完了した後、マルチキャストパケットの送信を
実施することができる。また、マルチキャスト配信サーバ２から送信したマルチキャスト
パケットを、帯域保証型ネットワーク２００内、もしくは、マルチキャスト配信サーバ２
にネットワークという観点で隣接した通信制御装置が受信し、マルチキャスト配信サーバ
２の代理でセッション制御プロトコルを用いた通信をする方式も考えられる。
【００３４】
　マルチキャスト代理応答装置３は、グループアドレス用宛先識別子が割り当てられ、マ
ルチキャストクライアント１、マルチキャスト配信サーバ２、帯域保証型ネットワーク２
００内の通信制御装置からグループアドレス用宛先識別子宛のセッション制御プロトコル
を終端する機能をもつ。
【００３５】
　帯域保証型ネットワーク２００は、セッション制御プロトコルによって帯域を保証する
ことが可能となるネットワークである。
【００３６】
　図２は、マルチキャスト代理応答装置３の構成を特に詳細に示すブロック図である。
【００３７】
　マルチキャスト代理応答装置３はセッション制御機能部３１０とアプリケーション機能
部３２０から構成される。
【００３８】
　アプリケーション機能部３２０はセッション制御機能部３１０と他ネットワークからＡ
ＰＩを用いて呼び出される機能群を持ち、具体的にはマルチキャストに関する認証を行う
認証部３１１、マルチキャストに関するライセンスを管理するライセンス管理部３１２、
マルチキャストに関する暗号化鍵を管理する暗号化鍵管理部３１３、ユーザの嗜好情報を
管理するユーザ嗜好管理部３１４、ユーザの課金情報を管理する課金部３１５、コンテン
ツの視聴率を測定する視聴率測定部３１６、推薦する番組を管理する番組推薦部３１７、
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広告の配信を行う広告配信部３１８、ユーザ情報を取得する個人情報取得部３１８などを
備える。
【００３９】
　セッション制御機能部３１０はセッション制御プロトコルの終端、グループアドレス用
宛先識別子の管理を行う役割を担うもので、グループアドレス用宛先識別子管理ＤＢ（デ
ータベース）３１１、アドレス管理部３１２、アプリケーション連携部３１３、セッショ
ン管理プロトコル処理部３１４、セッション管理プロトコル通信部３１５を備える。各部
は以下のように動作する。
【００４０】
　セッション制御プロトコル通信部３１５は帯域保証型ネットワーク２００から受信した
セッション制御プロトコルによる通信を終端し、その通信内容をセッション制御プロトコ
ル処理部３１４に通知する（１）。
【００４１】
　セッション制御プロトコル処理部３１４は、通信内容に含まれるグループアドレス用宛
先識別子をアドレス管理部３１２に通知する（２）。
【００４２】
　アドレス管理部３１２は、グループアドレス用宛先識別子を元にして、グループアドレ
ス用宛先識別子管理ＤＢ３１１からマルチキャストのグループアドレスを入手する（３）
。
【００４３】
　アドレス管理部３１２はセッション制御プロトコル処理部３１４に対して、グループア
ドレス用宛先識別子管理ＤＢ３１１から得た、マルチキャストのグループアドレスを通知
する（４）。
【００４４】
　セッション制御プロトコル処理部３１４は、マルチキャスト代理応答装置３の設定やグ
ループアドレス用宛先識別子やマルチキャストクライアントの種別に応じて、アプリケー
ション連携部３１３に必要な情報を通知し処理を要求する（５）。
【００４５】
　アプリケーション連携部は（５）で要求された処理を実行するため、アプリケーション
機能部３２０に含まれる適切な機能ブロックへＡＰＩ（Application Program Interface
）を用いて処理を要求する（６）。
【００４６】
　アプリケーション機能部３２０に含まれる適切な機能ブロックは処理の応答をアプリケ
ーション連携部３１３にＡＰＩを用いて通知する（７）。
【００４７】
　アプリケーション機能部３１３は処理の応答をセッション制御プロトコル処理部３１４
に通知する（８）。
【００４８】
　セッション制御プロトコル処理部３１４は、（４）と（８）で得られた情報を元にして
、セッション制御プロトコルの応答内容を作成し、その内容をセッション制御プロトコル
通信部３１５に通知する（９）。
【００４９】
　セッション制御プロトコル通信部３１５は、セッション制御プロトコルを用いて、マル
チキャストクライアント１およびマルチキャスト配信サーバ２とセッション制御の通信を
行う。この通信を実施することにより、帯域保証型ネットワークの内部でマルチキャスト
通信に必要となる帯域が保証される。
【００５０】
　上記の処理（２）～（４）と（５）～（８）は処理の順番を逆、（５）～（８）→（２
）～（４）としてもよい。
【００５１】
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　アプリケーション機能部３２０はセッション制御機能部３１０のほかにも他ネットワー
ク（帯域保証型ネットワークを含む）３００とのＡＰＩによる受付インターフェイスを持
ち、他ネットワーク３００を介して要求された処理を行うこともできる。これによりアプ
リケーション機能部に含まれるサービスをネットワーク越しに受けることもできる。この
サービスを実現するためのプロトコルはＨＴＴＰやＨＴＴＰＳでもよい。
【００５２】
　次に、アプリケーション機能部３２０の各構成要素について詳細に説明する。
【００５３】
　認証部３２１は端末のＩＰアドレス、セッション制御プロトコルで使用する宛先識別子
、ＵｓｅｒＩＤ／Ｐａｓｓｗｏｒｄ、コンピュータ名のうち単数もしくは複数のキーを元
にして、該当端末に対してサービスの提供可否を認証する。
【００５４】
　ライセンス管理部３２２は該当端末もしくは該当ユーザがライセンスを購入しているか
どうかを管理する。
【００５５】
　暗号化鍵管理部３２３は、コンテンツもしくはユーザごともしくはそれらの組み合わせ
で暗号化鍵を管理し、ユーザもしくは端末からの暗号化鍵要求に対し暗号化鍵を提供する
。
【００５６】
　ユーザ嗜好管理部３２４は、ユーザの視聴履歴やコンテンツ選定までのユーザの動作を
解析した結果となるユーザの嗜好を管理する。
【００５７】
　課金部３２５はライセンス購入時やコンテンツ視聴時といったユーザに対して有料サー
ビスを実施した場合に動作し、ユーザに対して過去に遡った課金履歴表示機能を提供する
。
【００５８】
　視聴率測定部３２６は、あるコンテンツの視聴率を測定する機能であり、第３者に対し
て視聴率を開示する。
【００５９】
　番組推薦部３２７は、ユーザの嗜好に基づいて、そのユーザの嗜好にあった情報を伝え
ることが可能と思われるコンテンツを推薦する。
【００６０】
　広告配信部３２８は、コンテンツのスポンサーに応じた広告配信をしたり、ユーザの嗜
好にもとづいた広告配信をしたり、コンテンツの内容にもとづいた広告配信を行い、それ
らを組み合わせて活用することも可能である。
【００６１】
　個人情報取得３２９は、ユーザの個人情報を取得する機能であり、ユーザのコンテンツ
視聴時間、コンテンツ購入履歴、どの広告に興味を示したかという情報、推薦した番組を
どれくらいの確率で視聴したか、無料／有料の違いでユーザの興味が異なるか、を実現す
る。
【００６２】
　アプリケーション機能部３２０で定義されるこれらの各部は、それぞれの機能が連携し
て動作する場合もありうる。
【００６３】
　なお、マルチキャスト代理応答装置のセッション制御機能部とアプリケーション機能部
は物理的に別の装置でもよく、ＡＰＩはＳＯＡＰ（Simple Object Access Protocol）や
ＣＯＲＢＡ（Common Object Request Broker Architecture）など分散オブジェクト技術
を用いることもできる。
【００６４】
　図３ないし図６は本実施例の動作を示すシーケンス図であり、以下に、図３ないし図６
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を参照して本実施例の動作について説明する。
【００６５】
　まず、接続処理についてその概要を説明する。
【００６６】
　マルチキャスト配信サーバ２は配信開始処理（Ｓ１）により、マルチキャスト代理応答
装置３が持つＳＩＰ－ＵＲＩに対して、セッション接続要求（Ｓ２）を送信する。帯域保
証型ネットワーク２００は、ＳＩＰサーバ、プロキシサーバ、ＲｏｕｔｅｒおよびＲＡＣ
Ｓを構成要素として備えるもので、これらによりセッション接続要求Ｓ２の内容に従って
アプリケーション通信に必要な帯域が予約される。このとき、マルチキャスト配信サーバ
２とマルチキャスト代理応答装置３の間には、ＳＩＰサーバやプロキシサーバがあっても
よい。
【００６７】
　セッション接続要求Ｓ２を受信したマルチキャスト代理応答装置３は、セッション接続
要求Ｓ２の内容に応じた連係動作をアプリケーション機能部３２０の各部と行い（Ｓ３）
、マルチキャスト配信サーバ２に対してセッション接続応答（Ｓ４）を送信する。セッシ
ョン接続応答を受信した帯域保証型ネットワーク２００にはセッション接続応答Ｓ４の内
容に従って、アプリケーション通信に必要な帯域が確保される（Ｓ５）。
【００６８】
　マルチキャスト配信サーバ２は帯域保証型ネットワーク２００に対してマルチキャスト
データの配信を開始する（Ｓ６）。この状態では、マルチキャストグループに参加してい
るマルチキャストクライアントが存在していない。よって、帯域保証型ネットワーク２０
０のマルチキャスト配信サーバ２側のファーストホップルータである第２Ｒｏｕｔｅｒよ
り網側のルータに対してはパケットの転送は行われない。
【００６９】
　マルチキャストクライアント１は受信開始処理（Ｓ７）により、マルチキャスト代理応
答装置３が持つＳＩＰ－ＵＲＩに対して、セッション接続要求（Ｓ８）を送信する。帯域
保証型ネットワーク２００にはセッション接続要求の内容に従ってアプリケーション通信
に必要な帯域が予約される。このとき、マルチキャストクライアント２とマルチキャスト
代理応答装置３の間には、ＳＩＰサーバやプロキシサーバがあってもよい。
【００７０】
　セッション接続要求Ｓ８を受信したマルチキャスト代理応答装置３は、セッション接続
要求Ｓ８の内容に応じた連係動作をアプリケーション機能部３２０の各部と行い（Ｓ９）
、マルチキャストクライアント１に対してセッション接続応答（Ｓ１０）を送信する。帯
域保証型ネットワーク２００にはセッション接続応答Ｓ１０の内容に従って、アプリケー
ション通信に必要な帯域が確保される。
【００７１】
　マルチキャストクライアント１は帯域保証型ネットワーク２００に対して、マルチキャ
スト参加要求を送信し（Ｓ１２）、帯域保証型ネットワーク２００のマルチキャストクラ
イアント１側のファーストホップルータである第１Ｒｏｕｔｅｒより帯域保証型ネットワ
ーク２００のマルチキャスト配信サーバ２側のファーストホップルータである第２Ｒｏｕ
ｔｅｒにマルチキャスト参加要求が転送され（Ｓ１３）ることでマルチキャストデータの
配信が開始される（Ｓ１４）。
【００７２】
　次に、切断処理についてその概要を説明する。
【００７３】
　マルチキャストクライアント１は、受信停止処理（Ｓ１５）により、帯域保証型ネット
ワーク２００に対しマルチキャスト離脱要求を送信し（Ｓ１６）、第１Ｒｏｕｔｅｒ第２
Ｒｏｕｔｅｒにマルチキャスト離脱要求が転送される（Ｓ１７）ことで帯域保証型ネット
ワーク２００からのマルチキャストデータの配信が停止する（Ｓ１８）。
【００７４】
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　マルチキャストクライアント１は、マルチキャスト代理応答装置３が持つＳＩＰ－ＵＲ
Ｉに対して、セッション切断要求を送信する（Ｓ１９）。帯域保証型ネットワーク２００
ではセッション切断要求Ｓ１９の内容に従ってアプリケーション通信用に確保していた帯
域が解放される（Ｓ２０）。このとき、マルチキャストクライアント１とマルチキャスト
代理応答装置３の間には、ＳＩＰサーバやプロキシサーバがあってもよい。
【００７５】
　セッション切断要求を受信したマルチキャスト代理応答装置３は、アプリケーション機
能部３２０の各部と連係動作し（Ｓ２１）、マルチキャストクライアント１に対してセッ
ション切断応答を送信する（Ｓ２２）。
【００７６】
　マルチキャスト配信サーバ２は、配信停止処理（Ｓ２３）により、帯域保証型ネットワ
ーク２００に対するマルチキャストデータの配信を停止する（Ｓ２４）。
【００７７】
　マルチキャスト配信サーバ２は、マルチキャスト代理応答装置３が持つＳＩＰ－ＵＲＩ
に対して、セッション切断要求を送信する（Ｓ２５）。帯域保証型ネットワーク２００で
はセッション切断要求Ｓ２５の内容に従ってアプリケーション通信用に確保していた帯域
が解放される（Ｓ２６）。このとき、マルチキャスト配信サーバ２とマルチキャスト代理
応答装置３の間には、ＳＩＰサーバやプロキシサーバがあってもよい。
【００７８】
　セッション切断要求を受信したマルチキャスト代理応答装置３は、アプリケーション機
能部３２０の各部と連係動作し（Ｓ２７）、マルチキャスト配信サーバ２に対してセッシ
ョン切断応答を送信する（Ｓ２８）。
【００７９】
　なお、Ｓ３、Ｓ９、Ｓ２１、Ｓ２７で行われるマルチキャスト代理応答装置３とアプリ
ケーション機能部３２０の各部との間で行われる連携動作は、視聴率測定部３２６による
視聴率測定、ライセンス管理部３２２による視聴者数の受付管理、課金部３２５による課
金管理など、が主であるが、これらの他にも上述したアプリケーション機能部３２０の各
部による処理が含まれる。
【００８０】
　なお、マルチキャストクライアントはセッション制御プロトコルを活用して、マルチキ
ャスト代理応答装置からマルチキャストのグループアドレスとマルチキャスト配信サーバ
のＩＰアドレスを取得することもできる。
【００８１】
　また、マルチキャストクライアント１から送信されたマルチキャスト受信要求を帯域保
証型ネットワーク２００内における通信装置が受信した際に、その通信装置からセッショ
ン接続要求マルチキャスト代理応答装置３へ送信する構成としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８２】
【図１】本発明によるシステムの一実施例の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示したマルチキャスト代理応答装置３の構成を特に詳細に示すブロック図
である。
【図３】本実施例の動作を示すシーケンス図である。
【図４】本実施例の動作を示すシーケンス図である。
【図５】本実施例の動作を示すシーケンス図である。
【図６】本実施例の動作を示すシーケンス図である。
【符号の説明】
【００８３】
　１　　マルチキャストクライアント
　２　　マルチキャスト配信サーバ
　３　　マルチキャスト代理応答装置
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　２００　　帯域保証型ネットワーク
　３００　　他ネットワーク
　３１０　　セッション制御機能部
　３１１　　グループアドレス用宛先識別子管理ＤＢ
　３１２　　アドレス管理部
　３１３　　アプリケーション管理部
　３１４　　セッション制御プロトコル処理部
　３１５　　セッション制御プロトコル通信部
　３２０　　アプリケーション機能部
　３２１　　認証部
　３２２　　ライセンス管理部
　３２３　　暗号化鍵管理部
　３２４　　ユーザ嗜好管理部
　３２５　　課金部
　３２６　　視聴率測定部
　３２７　　番組推薦部
　３２８　　広告配信部
　３２９　　個人情報取得部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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